
；山
脇
東
洋
墓
碑
・
山
脇
社
中
解
剖
供
養
碑
再
建

記
念
事
業
を
終
え
て

山
脇
東
洋
顕
彰
事
業
は
京
都
で
は
過
去
二
回
行
わ
れ
た
。
第
一
回
は

昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
七
日
。
東
洋
観
臓
二
百
年
を
記
念
し
て
旧
京

都
府
医
師
会
館
で
、
小
川
鼎
三
氏
、
田
中
助
一
氏
、
ラ
ィ
ン
ハ
ル
ト
氏

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
解
剖
学
教
授
）
に
よ
る
講
演
と
史
料
展
示
を
行

っ
た
。
そ
の
後
京
都
大
学
解
剖
学
西
村
秀
雄
教
授
ら
に
よ
る
綿
密
な
調

査
に
よ
り
、
観
臓
場
所
は
旧
六
角
獄
舎
（
京
都
感
化
保
護
院
、
現
在
の
盟
親
）

の
庁
前
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
の
で
、
山
脇
東
洋
顕
彰
会
（
代
表
守

屋
正
）
を
結
成
し
て
昭
和
五
十
一
年
三
月
七
日
、
感
化
保
護
院
内
に
観
臓

記
念
碑
を
建
立
、
除
幕
し
て
京
都
府
医
師
会
館
で
小
川
鼎
三
氏
、
熊
谷

康
次
郎
氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
っ
た
。
同
時
に
誓
願
寺
墓
地
（
京
都
市

中
京
区
裏
寺
町
通
六
角
上
ル
）
の
山
脇
家
墓
地
の
整
備
を
行
っ
た
。

そ
れ
以
来
毎
年
三
月
七
日
に
は
京
都
府
医
師
会
史
料
室
員
と
京
都
医

学
史
研
究
会
有
志
は
、
観
臓
記
念
碑
と
誓
願
寺
に
あ
る
東
洋
墓
碑
と
解

剖
供
養
碑
へ
の
参
拝
と
献
花
を
つ
づ
け
て
き
た
。
し
か
し
両
碑
石
と
も

砂
岩
の
た
め
、
数
年
来
、
風
化
が
進
み
文
字
の
判
読
も
困
難
と
な
っ
て

き
た
の
で
、
再
建
せ
れ
ば
と
考
え
た
が
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
た

消

記
息

壼
聿

；

蕊
蕊
懸
溌
繩
露

す
る
こ
と
を
医
学
史
研
究
会
役
員
で
決
め
、
昨
年
十
一
月
か
ら
具
体
的

実
行
に
と
り
か
か
っ
た
。

幸
い
に
誓
願
寺
お
よ
び
山
脇
家
の
全
面
的
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
新
た
に
山
脇
東
洋
顕
彰
会
（
会
長
岡
本
道
雄
）
を
結
成
し
、
発
起

団
体
と
し
て
日
本
医
師
会
、
日
本
解
剖
学
会
、
日
本
医
史
学
会
、
京
都

府
医
師
会
、
医
道
顕
彰
会
の
協
賛
を
得
て
事
業
を
す
す
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
実
行
委
員
と
し
て
中
橋
弥
光
、
北
小
路
博
央
、
奥
沢
康
正
、
坂

上
俊
之
と
杉
立
が
当
っ
た
。
一
番
の
関
心
事
は
再
建
後
の
古
い
供
養
碑

の
保
管
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
精
巧
な
補
修
を
行
っ
て

も
戸
外
に
置
け
ば
長
年
月
の
間
に
は
再
び
風
化
を
お
こ
す
こ
と
は
さ
け

ら
れ
な
い
。
か
と
い
っ
て
誓
願
寺
と
し
て
も
建
物
内
に
置
く
こ
と
は
出

来
な
い
。
究
極
的
に
山
脇
家
の
寄
贈
を
う
け
て
京
都
大
学
文
学
部
博
物

館
が
ひ
き
う
け
て
下
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
初
旬
よ
り
八
月
末
ま

で
の
間
に
、
各
発
起
団
体
会
員
及
び
日
本
東
洋
医
学
会
役
員
の
方
に
、

趣
意
書
を
送
っ
て
醗
金
を
お
願
い
致
し
た
結
果
、
二
六
○
人
の
方
々
か

ら
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
東
洋
墓
碑
と
解

“

山脇社中解剖供養碑

（誓願寺墓地）

ま
た
ま
本
年
は

京
都
建
都
一
二

○
○
年
に
当

り
、
ま
た
東
洋

観
臓
実
施
満
二
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剖
供
養
碑
の
同
型
同
文
の
新
碑
を
作
り
、
九
月
十
二
日
抜
魂
式
を
行
っ

て
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
。

九
月
十
八
日
、
山
脇
洋
亮
氏
（
山
脇
家
十
一
代
当
主
）
、
各
発
起
団
体
代

表
、
顕
彰
会
関
係
者
、
鱸
金
さ
れ
た
方
々
七
十
数
名
が
参
加
し
て
、
午

後
一
時
よ
り
墓
地
で
両
碑
の
開
眼
供
養
、
つ
い
で
誓
願
寺
本
坊
で
記
念

法
要
（
山
脇
家
、
山
脇
社
中
で
解
剖
さ
れ
た
一
四
体
。
山
脇
社
中
の
解
剖
に
関

与
し
た
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
）
を
営
ん
だ
の
ち
記
念
式
典
、
記
念
講
演

を
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
主
な
る
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
の
大
要
を
記
す
。

岡
本
道
雄
会
長
》
転
換
期
に
あ
る
医
学
・
医
療
に
と
っ
て
山
脇
東
洋

先
生
の
実
証
的
業
績
と
人
間
愛
の
精
神
は
、
現
代
の
吾
々
に
大
き
な
教

訓
を
示
し
て
い
る
。
顕
彰
事
業
が
順
調
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
悦
ぶ
と
と

も
に
発
起
団
体
の
ご
協
賛
に
感
謝
す
る
。

杉
立
義
一
実
行
委
員
長
唖
今
回
の
墓
碑
再
建
事
業
の
趣
旨
と
現
在
ま

で
の
経
過
を
報
告
し
、
明
春
四
月
を
期
し
て
「
啓
迪
」
記
念
号
を
発
行

す
る
こ
と
。
さ
ら
に
東
洋
墓
碑
上
屋
に
掲
げ
た
説
明
文
は
宗
田
一
氏
の

撰
文
に
よ
る
こ
と
を
併
せ
て
報
告
し
た
。

内
野
滋
雄
日
本
解
剖
学
会
理
事
長
”
日
本
解
剖
学
会
は
明
治
二
十
六

年
七
月
第
一
回
解
剖
学
会
総
会
を
開
い
て
お
り
、
明
年
は
第
百
回
を
迎

え
る
の
で
記
念
行
事
を
考
え
て
い
る
。
物
を
正
確
に
観
る
と
い
う
東
洋

先
生
の
精
神
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
今
回
の
碑
の
再
建
事
業
に
深
い
意
義

を
感
じ
る
。

蒲
原
宏
日
本
医
史
学
会
理
事
長
伽
東
洋
の
業
績
を
医
史
学
的
に
評
価

し
た
の
ち
、
観
臓
の
一
ヶ
月
後
に
誓
願
寺
随
心
庵
で
解
屍
者
の
慰
霊
祭

を
行
い
、
さ
ら
に
解
剖
供
養
碑
を
建
立
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
感

じ
て
い
る
。
今
回
碑
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
は
医
史
学
会
と
し
て
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。

有
馬
弘
毅
医
道
顕
彰
会
代
表
“
医
家
先
哲
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
趣
旨

と
す
る
医
道
顕
彰
会
は
、
東
洋
先
生
碑
、
供
養
碑
再
建
を
全
面
的
に
賛

同
し
て
き
た
。

朝
尾
直
弘
京
都
大
学
図
書
館
長
文
学
部
教
授
皇
目
重
な
解
剖
供
養
碑

を
文
学
部
博
物
館
に
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す

る
。
東
洋
先
生
の
独
創
的
な
実
証
精
神
の
生
き
た
教
材
と
し
て
大
切
に

保
蔵
し
か
つ
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
学
生
、
市
民
に
も
広
く
公
開

し
て
学
問
の
進
歩
に
役
立
た
せ
た
い
。

次
に
山
脇
洋
亮
氏
の
謝
辞
が
あ
り
、
式
典
を
終
え
た
。

記
念
講
演
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
山
田
慶
兒
氏
に
よ

る
「
山
脇
東
洋
の
思
想
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。
東
洋
の
著
作
（
養

寿
院
医
則
、
東
洋
洛
語
、
傷
寒
論
会
業
、
刻
外
台
秘
要
序
）
と
諸
家
と
の
往

復
書
翰
等
よ
り
原
条
文
を
引
用
し
て
、
東
洋
が
古
医
方
に
志
す
に
到
っ

た
思
想
的
過
程
に
つ
き
、
一
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
さ
れ
た
。

な
お
別
室
に
お
い
て
関
連
史
料
の
展
示
会
を
開
い
た
。
山
脇
家
六
代

（
玄
心
・
玄
脩
・
東
洋
・
束
門
・
東
海
・
束
甫
）
の
肖
像
、
家
譜
、
延
寿
院

十
七
ヶ
条
併
誓
詞
、
蔵
志
、
山
脇
東
門
観
臓
図
巻
（
玉
砕
臓
図
、
以
上

山
脇
家
所
蔵
。
臓
志
図
（
原
図
）
日
本
医
学
文
化
保
存
会
所
蔵
。
ま
た
小

石
家
究
理
堂
か
ら
玉
砕
臓
図
、
平
郎
臓
図
、
発
鞭
臓
図
、
東
門
男
人
女

人
解
剖
図
等
。
ま
た
養
寿
院
医
則
、
東
洋
書
翰
（
玄
侃
宛
）
、
東
海
筆
跡

（
勤
倹
）
、
ヘ
ス
リ
ン
グ
著
解
剖
書
、
東
洋
肖
像
（
異
像
）
等
も
地
元
か
ら

出
品
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
石
原
理
年
氏
の
御
尽
力
に
よ
り
小
型
印
が
作
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製
さ
れ
た
。

講
演
終
了
後
、
別
室
で
誓
願
寺
管
長
様
を
加
え
て
懇
親
会
を
開
い
た
。

報
告
を
終
え
る
に
あ
た
り
痛
感
す
る
こ
と
は
、
碑
石
を
新
た
に
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
東
洋
の
人
格
、
思
想
、
業
續
な
ど
に
つ
い
て
現
時
点

に
お
い
て
再
び
考
え
な
お
す
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

↓
（
》
Ｏ

最
後
に
各
方
面
に
わ
た
り
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
っ
た
各
位
に
対
し

深
く
感
謝
申
上
げ
る
。

（
杉
立
義
二

第
四
回
国
際
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
大
会
（
二
①
鳶
冒
の
冒
畠
。
量

○
○
己
喝
の
い
の
呂
弓
且
三
○
昌
一
シ
凹
自
三
＆
国
。
①
）

標
記
の
学
術
大
会
が
一
九
九
四
年
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
三
日
間
、
東
京
の
国
立
教
育
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
グ
レ
コ
・

ア
ラ
ブ
系
の
ユ
ナ
ニ
、
イ
ン
ド
系
の
ア
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
、
お
よ
び
中
国

系
な
ど
ア
ジ
ア
諸
伝
統
医
学
の
学
際
的
研
究
発
表
と
交
流
の
大
会
で
、

第
一
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
本
部
が
あ
る
房
⑳
弓
シ
三
（
冒
房
昌
昌
○
二
四
一

鈩
朋
Ｃ
Ｑ
目
○
コ
き
『
号
の
陣
匡
号
且
弓
『
且
旨
○
コ
四
一
シ
め
旨
ご
塁
＆
言
目
の
、
国
際

ア
ジ
ア
伝
統
医
学
協
会
）
で
、
今
回
は
日
本
東
洋
医
学
会
も
主
催
に
加
わ

っ
た
。
共
催
が
日
中
医
学
協
会
、
協
催
が
東
亜
医
学
協
会
・
ミ
ズ
ノ
、

後
援
が
文
部
省
・
厚
生
省
・
外
務
省
・
通
産
省
・
日
本
医
師
会
・
日
本

医
史
学
会
な
ど
計
十
九
の
機
関
・
団
体
等
で
、
事
務
局
は
順
天
堂
大
の

医
史
学
研
究
室
内
に
お
か
れ
た
。

今
大
会
は
役
員
が
名
誉
会
頭
”
矢
数
道
明
、
会
頭
“
大
塚
恭
男
、
事

務
局
長
”
酒
井
シ
ヅ
、
副
事
務
局
長
“
津
谷
喜
一
郎
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

員
長
”
思
昌
ロ
．
ご
ロ
閂
言
匡
・
丁
宗
鐵
、
組
織
委
員
望
月
木
保
・
杉
田

暉
道
・
中
田
直
道
・
松
田
邦
夫
・
室
賀
昭
三
・
山
田
慶
兒
の
諸
氏
で
運

営
さ
れ
た
。
主
な
日
程
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

十
八
日
は
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
と

医
学
」
の
テ
ー
マ
で
、
熱
海
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の
能
楽
堂
で
持
た
れ
た
。

座
長
は
青
木
保
氏
。

十
九
日
は
バ
シ
ャ
ム
賞
の
授
賞
式
と
記
念
講
演
が
あ
り
、
今
回
は

詞
侭
①
こ
の
索
①
星
・
顧
目
の
画
］
①
廟
①
ｑ
と
栗
山
茂
久
の
各
氏
が
受
賞
し

た
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
１
「
近
代
以
前
の
伝
統
医
学
の
文
献
的

研
究
」
が
田
口
ロ
の
ｏ
盲
屋
座
長
、
２
「
漢
方
薬
の
科
学
的
研
究
」
が
鳥

居
塚
和
生
座
長
、
３
「
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
シ
ス
テ
ム
の
存
続
と
復
興
」

が
真
柳
誠
・
少
．
⑦
○
三
①
座
長
、
４
「
自
然
と
医
学
」
が
永
田
勝
太
郎
座

長
、
５
「
社
会
科
学
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
湯
浅
泰
雄
・
園
田
恭
一

座
長
、
６
「
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
と
マ
ネ
ー
」
が
津
谷
喜
一
郎
・
罰
．
］
①
庫
の
昼

座
長
で
、
各
国
か
ら
発
表
が
な
さ
れ
た
。
一
般
講
演
は
オ
ー
ラ
ル
と
ポ

ス
タ
ー
の
双
方
が
あ
り
、
当
日
夜
は
会
場
と
な
り
の
霞
ヶ
関
ビ
ル
内
の

東
海
大
学
同
窓
会
館
で
懇
親
会
が
持
た
れ
た
。

二
十
日
は
辰
ゆ
弓
津
巨
名
誉
会
長
○
原
豐
①
氏
の
特
別
講
波
「
盲
人

の
人
類
学
者
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
の
象
」
、
大
場
恭
男
氏
の
会
頭
講
演

「
古
代
ア
ジ
ア
医
学
の
伝
統
」
が
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
７
「
針

灸
と
近
代
文
明
」
が
八
瀬
善
郎
・
詞
ｃ
］
○
急
座
長
、
８
「
精
神
医
学
と

ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
中
田
直
道
・
池
上
正
治
座
長
、
９
「
生
命
呼
吸
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